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―
 

新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト ―

　
令
和
６
年
５
月
７
日
、
保
健
こ
ど
も

課
を
新
設
し
た
新
た
な
体
制
で
玉
東
町

役
場
の
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
お
よ
そ
１
年
の
工
事
期
間
を
経
て
完

成
し
た
新
庁
舎
は
、
旧
庁
舎
で
の
課
題
で

あ
っ
た
「
狭
い
」「
暗
い
」 「
災
害
に
弱
い
」 

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
非
対
応
」 「
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
が
悪
い
」「
な
ん
だ
か
寄
り
に
く
い
」

と
い
う
課
題
の
全
て
を
解
消
す
る
造
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

―
 

多
く
の
利
点
を
持
つ
新
庁
舎 ―

　
新
庁
舎
は
、
来
庁
者
ス
ペ
ー
ス
お
よ
び
執

務
ス
ペ
ー
ス
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
、
建
物
の

南
側
に
は
省
エ
ネ
効
率
を
考
慮
し
な
が
ら

自
然
光
を
取
り
入
れ
る
複
層
ガ
ラ
ス
の
採

光
窓
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
建
物
構
造
は
様
々
な
災
害
に
強
い
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
大
規
模
災
害
に
対
応

で
き
る
よ
う
大
会
議
室
や
非
常
用
発
電
機

を
備
え
て
い
ま
す
。

　
旧
庁
舎
で
の
課
題
で
あ
っ
た
段
差
を
な
く

し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
備
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
所
に
省
エ
ネ
部
材
を
多
く
取

り
入
れ
、
屋
上
の
全
面
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
を
設
け
る
な
ど
の
工
夫
に
よ
り
、
省
エ
ネ

と
創
エ
ネ
で
１
０
０
％
の
電
力
を
賄
う
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
る
『
Ｚ
Ｅ
Ｂ
』
庁
舎
に
認

証
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
役
場
で
は
日

本
初
の
快
挙
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
非
効
率

庁
舎
か
ら
の
大
転
換
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
新
庁
舎
は
１
階
を
民
間
テ
ナ

ン
ト
受
入
ス
ペ
ー
ス
と
し
、
１
階
か
ら
３
階

の
各
階
に
「
あ
る
ま
ち
ス
ペ
ー
ス
」
と
名
付

け
た
来
庁
者
が
憩
い
交
流
す
る
場
を
設
け

ま
し
た
。「
あ
る
ま
ち
」
と
は
玉
東
町
史
に

も
記
載
が
あ
る
昔
の
玉
東
の
言
葉
で
「
皆

（
み
な
）」
を
意
味
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

工
夫
に
よ
り
、
末
永
く
町
民
に
親
し
ま
れ

る
「
寄
り
や
す
い
庁
舎
」
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
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　令和6年5月1日、新庁舎の完成に伴い落
成式が挙行されました。式には衆議院議員
の西野太亮様、熊本県町村会副会長（高森
町長）の草村大成様、近隣の市町長や議長
といった町外の来賓に多く参加をいただきま
した。
　
　町内からは議会議員や行政区長、各団体
の長などが参加しました。

　前田町長は式辞で「機能的な執務への転
換による業務効率向上効果や新庁舎完成に
伴い創設した保健こども課の設置効果など
を存分に発揮し、必ずや行政サービスを向
上させていくことをお誓いいたします」と述
べました。
　
　式では、町長から施工業者への感謝状贈
呈が行われ、最後にくす玉割りが行われま
した。

　令和6年5月7日、新庁舎での業務開始の
日に新庁舎の大会議室で開庁式が行われま
した。開庁式には町職員が参加し、
　　　「意を新たに町民のため、気を引き締
めて業務に取り組むこと」と述べられました。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前田町
長が
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　2階の南側には自然
を感じながら1階を眺め
られるアリーナを設け
ました。新庁舎前広場
を使ったイベント時の
利活用も可能です。

　　これまで多くの人から寄せられた「役場は寄りにくい」という
声を受け、新庁舎には「あるまちスペース」を設け「役場庁
舎と民間テナントの融合」など「寄りやすい庁舎」を目指しま
した。

　役場庁舎と民間テナントが融
合して賑わい創出を図ります。

　各課前のカウンターに張った
木材パネルは全て玉東町産の
木材を使用しています。

　各階に憩い・交流できる
スペースを設けました。
　1階は外構整備完了後には
町内循環バスの待合室として
も利用できます。
　2階はキッズスペースを設
け授乳室を併設、子育て世
代も安心して来庁することが
できます。

３階

２階

〇あるまちとは昔の玉東の言葉で「皆（みな）」を意味します。

　今後、旧庁舎の位置に整備を進めていく駐
車場はイベント利用なども想定した空間とし、
新庁舎をまちづくりの拠点として機能させます。

　旧庁舎では「職員に見下ろされている感じが
する」との声が多く寄せられていた段差を解消。
見通しと通路幅を確保した空間設計としました。

１階
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　　あらゆる災害に強い安全で強固な建物となっています。災害時に災害対策本部としての機能を発揮できる大会議室

を設けています。また、発電機と蓄電池を備えたことで電力確保に関する不安を払拭しました。これからの長期にわたり地

域住民の安心安全を確保します。

　新庁舎の地下12メー
トル付近の安定した支
持地盤に計79本の杭を
打ち込んでおり、耐震
性の高い庁舎となって
おります。

　新庁舎3階部分に大
会議室を設けたことに
より、災害対策本部と
しての機能がより強化
され、迅速かつ安定
した体制を敷くことを
可能にしました。

　車いすを利用する人
や高齢者も安心して来
庁できるようエレベー
ターや適切な位置への
手すりの設置を行って
います。

　華美な装飾を排除
したシンプルなデザイ
ンの中に、地名であ
る「木葉」の模様の
ルーバーを設けるなど
末永く親しまれるため
の工夫を凝らしました。

　屋上には太陽光パネ
ルを設置。天気の良い
日は昼間に使用する電
力の100%以上を賄うこ
とができます。

　　車いすでの通行を想定した通路幅の確保と段差の解消
を行いバリアフリー庁舎となっています。また、照明のLED
化、高効率のエアコン設置などによる省エネと太陽光発電
システムによる創エネで経済性の高い庁舎となっております。

　　将来生じる可能性のある課の再編に適応できるように執務室の机椅子や書架を選定しています。
また今後の行政サービスのデジタル化の進展を見越し、フリー Wi－Fiやデジタルサイネージ（電子
掲示板）の設置を行いました。

　1階のあるまちモー
ルと民間テナントエリ
アにデジタルサイネー
ジを設置しています。
町の情報や民間テナ
ントの情報など、様々
な情報の発信を行うこ
とができます。

　新 庁 舎 に はフリー
Wi-Fiが整備されており、
あるまちスペースでの作
業が可能となっております。
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新役場庁舎

駐車場

旧役場庁舎
※６月中旬頃解体予定議会社会福祉

協議会

郵便ポスト
も新庁舎入
口に移動し
ました！

　旧役場庁舎などの解体は6月中旬頃か
ら始まり、その後、駐車場整備に移行、
庁舎建設事業の終了は年内いっぱいの
予定です。そして、来年２月頃から民間
テナントの営業が始まる想定です。
　休日窓口は1階あるまちスペースに隣
接している宿直室にて届け出を受け付け
ます。

役場に来庁される際は旧役場正面駐車場をご利用ください。

６月中旬～　旧庁舎及び屋外トイレなどの解体
　　　　　  議会棟トイレの改修工事
９月上旬～　駐車場など外構整備　
２月上旬～　民間テナント営業開始（想定）

今後の庁舎建設事業スケジュール

「さよなら役場旧庁舎
　　　　　　（元木葉中学校舎）」

フロアごとの組織編制

　昭和２５年に木葉中学校として建設され、昭和４１年から玉東
町役場へと姿を変えた旧庁舎。たくさんの人の思い出が詰まっ
たこの建物の解体前に最後の内覧会を開催します。皆さんのご
来場をお待ちしております。

●と　き ６月１日（土）から６月１０日（月）
午前９時～午後５時

●内　容 中学校時代の机や写真、役場時代の机や投票箱、
写真などの展示。学校時代、役場時代の思い出の
メッセージを掲示出来ますので、ご記入ください。
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回収場所

忘れない 山の恵みと 山地災害


